
 

公益財団法人東京防災救急協会第４４回評議員会議事録 

 

１ 開催日時 

令和８年６月２４日（水）１１時０７分から１１時５２分まで 

２ 開催場所 

ホテルグランドヒル市ヶ谷 ３階 

東京都新宿区市谷本村町４－１ 

３ 出席者   

⑴ 評議員総数  １６名 

⑵ 出席評議員  １１名 

評議員 椿  貴喜  評議員 酒井 英彦 

評議員 深田 史朗  評議員 矢島 幹也 

評議員 森   大  評議員 中澤 一彦 

評議員 德重 安謙  評議員 古屋  剛 

評議員 川田  進  評議員 鈴木 一三 

評議員 永野 義武   

⑶ 出席した理事数 ３名 

理 事 長 安藤 俊雄  副理事長 山本  豊 

専務理事 山口 芳裕 

⑷ 出席した監事数 ２名 

          監  事 中塩 信一  監  事 土屋 雅義 

４ 議長  

評議員 中澤 一彦 

５ 議事録作成者 

  代表理事（理事長） 安藤 俊雄 

６ 議題 

⑴ 決議事項 

第１号議案 令和７年度決算報告（貸借対照表及び正味財産増減計算書の 

附属明細書）及び財産目録について 

第２号議案 理事の選任について 

⑵ 報告事項 

報告事項１ 令和７年度事業報告及び附属明細書について  

報告事項２ 第４５回評議員会（３月期）の開催について 

 ⑶ その他 

７ 会議の運営等 

⑴ 山崎事務局長から、次の内容について報告した。 

本評議員会は、評議員現在員数１６名のうち、出席評議員が１１名であり、



定款第１９条第１項に定める過半数を満たしており、有効に成立しているこ

と。 

また、議案に関し特別な利害関係を有する評議員はいないこと。 

⑵ 評議員会の議長は、定款第１８条に基づき、出席した評議員の互選により

定めることを説明し、互選により中澤一彦評議員が選ばれ、議長席に移動し

た。 

⑶ 評議員会の議事については、定款第２０条第１項に基づき議事録を作成す 

ること。 

この議事録には、定款第２０条第２項に基づき、議長のほか、出席した評

議員の中からその会議において選出された議事録署名人２名以上が記名押印

することを説明した。中澤議長が酒井英彦評議員及び深田史朗評議員を議事

録署名人とすることを諮り、全員から了承を得た。  

中澤議長は、第１号議案と報告事項１は密接な関係があることから、併せ

て説明するよう事務局に求めた。 

８ 議事の経過の要領及びその結果 

⑴ 第１号議案 令和７年度決算報告(貸借対照表及び正味財産増減計算書の 

附属明細書）及び財産目録について 

本議案について、伊東経理課長が令和７年度決算報告(貸借対照表及び正味 

財産増減計算書の附属明細書）及び財産目録について資料に基づいて説明し 

た。 

 川田評議員から「協会保有の国債について教えてほしい。また、運用益は

どのくらいか。」との質問があった。 

 伊東経理課長が「協会としては、２０年満期の国債を保有している。帳簿

価格と令和８年３月３１日の時価との評価損益については、マイナスとなっ

ている。各国債なので利益は違うが、固定金利である。運用益については、

『正味財産増減計算書』の『基本財産運用益』に記載しており、金額は１０，

６９２，０６１円である。」との回答をした。 

 その後、中澤議長は第１号議案「令和７年度決算報告（貸借対照表及び正

味財産増減計算書の附属明細書）及び財産目録について」を諮り、全員異議

なくこれを承認可決した。 

⑵ 第２号議案 理事の選任について 

本議案について、中澤議長から事務局に説明を求めた。 

山崎事務局長が理事候補者名簿に基づき、令和８年５月７日付けで辞任 

した中原修理事の補欠選任候補者として後藤要二氏、令和８年４月２０日 

付けで辞任した米村康理事の補欠選任候補者として酢谷郁雄氏について説明

した。 

中澤議長が後藤要二氏を選任することについて賛否を諮り、全員異議な  

くこれを承認可決した。 

 中澤議長が酢谷郁雄氏を選任することについて賛否を諮り、全員異議なく  



これを承認可決した。 

９ 報告事項 

⑴ 報告事項１ 令和７年度事業報告及び附属明細書について 

令和７年度事業報告及び附属明細書について山崎事務局長が説明し報告し 

た。 

 中澤議長から「東京マラソン２０２６における支援の内容を教えてほし

い。」との質問があった。 

   宍戸救急事業本部長が「東京マラソン２０２６の開催に先立ち、前日の２

月２８日に大会ボランティアスタッフを対象として、応急手当に関する正し

い知識及び技術の習得を目的とした普通救命講習を実施した。講習は計２回

開催し、受講者数は３１０名であった。大会当日の３月１日においては、当

協会が運営する「東京民間救急コールセンター」に登録されている民間救急

事業者の車両４１台がコース上に配置され、救護活動の支援に当たった。こ

れに併せて、当協会職員２６名を派遣し、大会の安全運営に協力した。」との

回答をした。 

⑵ 報告事項２ 第４５回評議員会（３月期）の招集について 

第４５回評議員会（３月期）の招集について令和９年３月１９日１１時か 

らスクワール麹町で行うことを山崎事務局長が報告した。 

 

 

 以上をもって議題の全部の審議及び報告を終了したので、中澤議長は１１時

５２分閉会を宣し、解散した。 

上記の議事の経過の要領及びその結果を明確にするため、議長及び議事録署 

名人が記名押印する。 

 

 

令和８年６月２６日 

                 公益財団法人東京防災救急協会 

 

議    長  評議員  中 澤 一 彦 ㊞ 

 

議事録署名人  評議員  酒 井 英 彦 ㊞ 

 

議事録署名人  評議員  深 田 史 朗 ㊞ 

 




